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本耶馬渓の手づくり地域おこし
 中津市本耶馬渓町
　「洞門バーガー」は中津市しもげ商工会青年部本耶馬支所
が試行錯誤の末、みんなで作り上げた逸品です！ 食用の竹
炭を練りこんだパン、耶馬渓産黒豚１００％のパテ、醤油
ベースの秘伝のたれ・・。青の洞門をイメージした“黒”と“地
元産”にこだわり抜いた洞門バーガーを祭限定・数量限定で
販売しています。
　「禅海くん」は青の洞門を掘った禅海和尚をイメージし
たもので、女性部本耶馬渓支所がキャラクター化しまし
た。『地域キャラクターとして広く知ってもらい、本耶馬渓
をPRしていきたい』との思いで、のぼり、絵馬、Ｔシャツ、
タオル、ストラップなどの禅海くんグッズを作りました。
町内商店や観光案内所などで販売中です。
　問い合わせは　中津市しもげ商工会本耶馬渓支所まで
（tel.0979-52-2500）

本耶馬渓の
手づくり地域おこし
本耶馬渓の
手づくり地域おこし
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商
工
会
員
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
6
月
に
東
九
州
自
動
車
道
の

津
久
見
・
佐
伯
間
が
開
通
し
、
大
分
国
体
の

開
催
、
サ
ッ
カ
ー
J
1
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

の
活
躍
な
ど
、
県
内
に
は
一
部
に
お
い
て
明

る
い
話
題
も
提
供
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
続
く
原
材
料
費
の
高
騰
、
ま
た
ア
メ
リ

カ
に
端
を
発
す
る
世
界
的
な
金
融
危
機
が

地
方
に
も
影
響
し
、
県
内
の
景
況
感
は
急
速

に
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
経

営
体
力
の
弱
い
中
小
零
細
事
業
者
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

景
気
浮
揚
を
目
指
し
、
政
府
が
昨
年
10
月

に
発
表
し
た
追
加
経
済
対
策
、
な
か
で
も
中

小
企
業
金
融
対
策
と
し
て
の
緊
急
保
証
な
ど

の
施
策
が
、
地
域
経
済
を
好
転
さ
せ
る
実
効

性
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
商
工
会
と
し
ま

し
て
も
、
会
員
支
援
に
全
力
を
注
い
で
ま
い

り
ま
し
た
。

特
に
商
工
会
員
の
皆
様
の
経
営
を
支
援
す

る
た
め
、昨
年
末
に
広
瀬
県
知
事
に
対
し
「
中

小
零
細
企
業
へ
の
金
融
の
大
幅
な
緩
和
」、「
商

工
会
の
支
援
機
能
強
化
」
な
ど
を
主
な
内
容

と
し
た
要
望
書
を
提
出
し
、ま
た
県
議
団
と
の

意
見
交
換
や
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望

を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
景
気
低
迷
に
直
面

し
て
い
る
地
方
の
中
小
零
細
企
業
の
窮
状
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
必
要
性
や
存

在
価
値
の
P
R
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
も
商
工

会
同
士
の
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
昨
年
は
県
内
30
の
商
工
会
が
合
併
を
行

い
、
新
た
に
8
商
工
会
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
商
工
会
合
併
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
と
業
務
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
た

組
織
の
再
編
で
あ
り
、
今
後
は
新
商
工
会
と

し
て
の
一
体
感
を
早
期
に
醸
成
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
会
員
の
皆
様
や
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

先
の
見
え
な
い
厳
し
い
環
境
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、商
工
会
は
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と

し
て
、会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、広
く
地
域

住
民
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
と
な
る
た

め
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、会
員
な
ら
び
に
ご
関
係
の
皆

様
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

商
工
会
機
能
強
化
に
向
け
て
前
進

 

大
分
県
商
工
会
連
合
会

 

全
国
商
工
会
連
合
会 

会
長　

清
家 

孝

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

大
分
県
商
工
会
連
合
会
、
各
商
工
会
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
地
域
経
済
の
振
興

と
県
勢
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
先
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
! 
お
お
い

た
国
体
・
お
お
い
た
大
会
」
で
は
、
県
民
総

参
加
で
両
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
分
県
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
20
年
度

ま
で
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
行
革
を

行
っ
て
お
り
、
19
年
度
末
で
1
，3
2
1
億

円
の
収
支
改
善
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
、
地
方
交
付
税
の
減
額
や

景
気
後
退
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
県
財
政

が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
3
年
間
を
視
野
に
入
れ
た「
中

期
行
財
政
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
大
分
県
の
実
現

に
向
け
て
、
喫
緊
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
目

標
を
掲
げ
、
県
と
し
て
や
る
べ
き
課
題
に
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
く
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
、
米
国
発

の
金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
世
界
経
済
が
減

速
す
る
中
、
企
業
の
経
営
環
境
や
雇
用
情
勢

が
た
い
へ
ん
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
昨
年
8
月
と
12

月
に
中
小
企
業
へ
の
融
資
枠
を
そ
れ
ぞ
れ

30
億
円
拡
大
す
る
金
融
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、12
月
10
日
に
「
大
分
県
雇
用
対
策
会
議
」

を
設
置
し
、
雇
用
調
整
を
巡
る
諸
問
題
に
つ

い
て
、
全
庁
あ
げ
て
臨
機
応
変
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
は
地
域
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
、
会
員
を
は
じ
め
、
地
域
の

商
工
業
者
の
発
展
の
た
め
に
果
た
す
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

商
工
業
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
営
状
況
に
応
じ
た
相
談
や
経
営
力
向

上
の
指
導
・
提
案
等
今
ま
で
以
上
に
丁
寧
な

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
農
林
水
産
品
や
伝
統
工
芸
品
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
経
営
革
新
や
農

商
工
連
携
、
そ
し
て
地
域
振
興
に
対
す
る
支

援
な
ど
に
一
層
力
を
発
揮
さ
れ
、
会
員
に
頼

ら
れ
る
商
工
会
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会
並

び
に
各
商
工
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

 

大
分
県
の
実
現
に
向
け
て

 

大
分
県
知
事　

広
瀬 

勝
貞

年頭のご挨拶
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第
48
回 

商
工
会
全
国
大
会

全
国
連
（
会
長 

清
家 

孝
）
で
は
、

第
48
回
商
工
会
全
国
大
会
を
11
月
27

日
N
H
K
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

し
、
全
国
か
ら
約
3
，0
0
0
人
余

り
が
参
集
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、当
面
の
重
要
課
題
の

早
期
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、さ
ら

な
る
躍
進
を
目
指
し
、次
の
7
項
目

の
大
会
決
議
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ 

実
効
性
の
あ
る
経
済
対
策
の
早

期
実
施

Ⅱ 

小
規
模
企
業
支
援
充
実
の
た
め

の
商
工
会
の
機
能
強
化

Ⅲ 

小
規
模
企
業
に
対
す
る
国
・
地

方
自
治
体
の
支
援
の
拡
充

Ⅳ 

地
域
産
業
を
支
え
る
中
小
企
業

へ
の
支
援
強
化

Ⅴ 

中
小
企
業
金
融
政
策
の
充
実
・

活
力
向
上
の
た
め
の
税
制
措
置

Ⅵ 

地
域
格
差
是
正
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

Ⅶ 

会
員
サ
ー
ビ
ス
強
化
の
観
点
か

ら
の
商
工
会
組
織
体
制
の
強
化

ま
た
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会
で

は
、
全
国
連
で
の
決
議
に
関
す
る
陳

情
書
と
と
も
に
、
大
分
県
独
自
に
よ

る
次
の
3
項
目
の
要
望
書
を
大
分

県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
、
直
接

渡
し
、
商
工
会
に
対
す
る
支
援
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

Ⅰ 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

Ⅱ 

中
小
企
業
対
策

Ⅲ 

商
工
会
制
度
の
堅
持
と
機
能
の

拡
充
・
強
化

な
お
、
全
国
大
会
で
は
経
営
改
善

普
及
事
業
に
関
す
る
功
労
者
等
の
表

彰
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

【
大
分
県
関
係
被
表
彰
者
名
簿
】

一 

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

役
員
功
労
者
（
1
）

　

川
津
由
雄

 

（
旧
大
山
町
商
工
会
長
）

優
良
商
工
会
青
年
部
（
1
）

　

姫
島
村
商
工
会
青
年
部

優
良
商
工
会
女
性
部
（
1
）

　

野
津
町
商
工
会
女
性
部

女
性
部
功
労
者
（
1
）

　

野
村
カ
オ
ル

 

（
旧
大
山
町
商
工
会
女
性
部
長
）

二 

全
国
連
会
長
表
彰

優
良
商
工
会
（
2
）

大
山
町
商
工
会

佐
伯
市
上
浦
商
工
会

役
員
功
労
者
（
38
）

窪
田
章
八
郎
（
中
津
市
し
も
げ
）

木
村
保
美
、
宮
野
希
和
（
宇
佐
両

院
）
中
山
武
彦
、
米
光
勝
則
（
西

国
東
）
松
本
光
生
、
松
本
恭
市
、

小
野
泰
行
、
江
藤
義
徳
（
国
見
町
）

中
園
義
和
、
瀧
口
公
明
、
野
田
興

春
、
藤
川
栄
三
、
安
永
隆
一
（
武

蔵
町
）
重
岡
克
是
、
安
部

光
典
、
財
前
耕
二
、
藤
井
孝

則
（
安
岐
町
）
江
藤
千
年

（
杵
築
市
）
堤
弘
幸
、
長
野

晴
行
、
二
階
堂
雅
士
（
日
出

町
）
武
石
晴
喜
、江
田
鶴
松
、

三
苫
四
男
、
梶
原
泰
美
（
日

田
地
区
）
小
野
嘉
一
郎
、
長

尾
康
治
、
篠
田
隆
男
、
佐

藤
清
（
庄
内
町
）
森
脇
久

代
、
伊
東
義
文
（
九
州
ア
ル

プ
ス
）
芦
刈
憲
司
、
後
藤
正

直
、小
手
川
建
二
、嶺
修
晃
、

伊
藤
憲
義
、
吉
良
文
紀
（
豊

後
大
野
市
）

事
業
推
進
優
良
商
工
会
（
2
）

緒
方
町
商
工
会（
貯
蓄
共
済
）

中
津
江
村
商
工
会

 

（
貯
蓄
共
済
）

青
年
部
功
労
者
（
1
）

中
山
暁
（
旧
香
々
地
町
）

女
性
部
功
労
者
（
2
）

江
原
加
代
子
（
国
見
町
）

宮
成
君
子
（
旧
千
歳
村
）

優
良
常
勤
役
職
員
（
4
）

片
岡
久
明
（
中
津
市
し
も
げ
）

矢
羽
田
数
雄
（
日
田
地
区
）

小
田
玉
美
（
国
東
町
）

松
尾
成
美
（
日
田
地
区
）

平
成
20
年
度

　

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

 

全
国
連
会
長
賞

「
柚
子
入
浴
剤
」

耶
馬
溪
町
直
売
所 

旬
菜
館

文
化
の
日
知
事
表
彰

県
女
性
連
秦
会
長
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
り
、

地
域
商
工
業
の
振
興
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
知
事
表
彰
】

秦 

勝
子 

氏

 

（
九
州
ア
ル
プ
ス
）



4

和やかな交流会の様子

優勝した国東町青年部チーム

要望を行う清家会長

講演する大高部長

【
政
策
要
望
活
動
】

〜
県
知
事
に

　
　

金
融
支
援
な
ど
を
要
望
〜

11
月
20
日
、
商
工
会
連
合
会
の
清

家
孝
会
長
、
森
俊
樹
副
会
長
ら
が
県

を
訪
れ
、「
中
小
企
業
金
融
の
大
幅

な
緩
和
」、「
商
工
会
制
度
の
堅
持
、

支
援
機
能
強
化
」
な
ど
18
項
目
の

要
望
書
を
広
瀬
知
事
に
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
の
商
工
会

関
係
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
も
お
願

い
し
ま
し
た
。

広
瀬
知
事
か
ら
は
「
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
改
善
の
た
め
に
制
度
融
資

の
緩
和
な
ど
支
援
を
続
け
る
。
ま
た
、

商
工
会
が
周
辺
部
地
域
の
活
性
化

に
努
力
し
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。
予
算
措
置
を
含
め
今
後
も
応
援

す
る
」
な
ど
、
力
強
い
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
よ
り
頼
り
に
な
る
商
工
会

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
19
日
（
水
）、

別
府
市
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
商
工
会
役
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
200
人
が
参
加
。
講
演
で
は
、
全
国
連
・

組
織
強
化
推
進
本
部
の
大
高
ま
も
る
部
長

が
、「
商
工
会
の
存
在
価
値
に
つ
い
て
」
と

題
し
、「
地
域
の
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会

に
は
よ
り
頑
張
っ
て
も
ら
い
、
商
工
会
員

は
も
っ
と
商
工
会
を
上
手
に
使
っ
て
頂
き

た
い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
昨
年
度
全
国
展
開
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
4
商
工
会
が
発

表
、
玖
珠
町
商
工
会
は
「
豊
後
森
機
関
庫

の
活
用
と
観
光
開
拓
」、
旧
耶
馬
溪
町
商

工
会
は
「
耶
馬
溪
の
観
光
資
源
（
大
谷
渓

谷
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
）
の
開
拓
」、

旧
安
心
院
・
院
内
町
商
工
会
は
「
ス
ッ
ポ

ン
・
ぶ
ど
う
等
の
全
国
販
売
に
向
け
た
新

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
」、
旧
中
津
江
・
上
津

江
村
商
工
会
は
「
地
域
住
民
を
交
え
た
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
新
商
品
の
販
路

開
拓
」の
取
組
み
を
発
表
。参
加
者
一
同
は
、

地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

商
工
会
役
員
研
修
会

 

商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
青
年
部
員
の
融
和
と
団

結
を
図
る
た
め
、10
月
12
日
（
日
）
佐
伯
市
直
川
ス
ポ
ー

ツ
公
園
等
で
親
善
大
会
（
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
県
内
の
青
年
部
員
が
一
堂
に
集
う
希
少
な

機
会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
部
員
の
参
加
を
呼

び
か
け
、9
青
年
部
か
ら
120
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

始
め
に
、
リ
ン
グ
リ
ー
グ
方
式
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
行
わ
れ
、親
善
と
は
い
え
、後
半
は
本
気
モ
ー

ド
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
（
上
位
入
賞

結
果
別
掲
）。
競
技
終
了
後
は
、
会
場
を
直
川
キ
ャ
ン

プ
場
に
移
し
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
交
流
会

を
実
施
し
、
地
域

の
枠
を
超
え
た
部

員
間
の
交
流
に
一

役
買
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、
幹
事
を

務
め
て
い
た
だ
い

た
佐
伯
市
番
匠
・

あ
ま
べ
商
工
会
青

年
部
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

商工会青年部親善大会 ～ソフトボール競技 & BQ交流会～

【ソフトボール競技結果】
優　勝 国東町
準優勝 西国東
第3位 玖珠町

派遣元事業主、派遣先のみなさまへ
いわゆる「2009年問題」への
対応について
物の製造業務については、平成16年３月に労働者派遣が解
禁され、平成19年3月からは、同一業務での派遣受入期間に
ついては、最長３年間とされています。平成18年より労働者
派遣を受け入れた企業においては、平成２１年までには、派
遣受入期間に応じて、順次、対応が必要となりますが、その際
は、以下の点にご注意ください。

はじめに 労働者派遣は「臨時的・一時的な業務」に対応するため
の仕組みです。恒常的な業務については、労働者を直接雇い入れ
ることにより対応することを検討してください。

１ 派遣労働者等を直接雇い入れて対応する場合
・派遣先で今まで受け入れていた派遣労働者を直接雇い入れる場合でも、クーリング期間後に
その労働者が再び旧派遣元事業主の派遣労働者として派遣先の業務に従事することが、旧派
遣元事業主及び派遣先との間で合意されている、又は旧派遣労働者への説明において明らか
にされている場合には、労働者供給事業を行っていることとなり、旧派遣元事業主及び直接雇
い入れた派遣先双方とも職業安定法違反となります。

２ 請負で対応する場合
・請負であるにもかかわらず、発注者が請負労働者に指揮命令をすれば偽装請負となり、発注者
及び請負事業者双方とも労働者派遣法違反となります。（※発注者から新たな機械の操作方法
の説明や、安全衛生上緊急に対処する必要のある事項について指示を受けることなどについて
は、指揮命令に該当しません。）・適正な請負として実施するためには、「労働者派遣事業と請負
により行われる事業との区分に関する基準」が定められているので、参考にしてください。

詳しくは、大分労働局にお問い合わせください。　TEL 097-535-2095
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～経営力向上セミナーのご案内～
参加無料!

意見交換会の様子

  

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
秦
勝
子

会
長
）
は
、10
月
27
日
〜
28
日
、宮
崎
市
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ガ
イ
ア
・
リ
ゾ
ー
ト 

サ

ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
、
第
10
回
商
工

会
女
性
部
全
国
大
会
に
参
加
・
研
修
し
ま
し

た
。
今
回
は
『
今
日
の
出
会
い
を
明
日
の
絆

に
! 
女
性
の
パ
ワ
ー
で
地
域
に
夢
を
!
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
か
ら
女
性
部
リ
ー

ダ
ー
約
3
，1
0
0
人
が
集
結
（
内
、
本
会

102
人
）
し
ま
し
た
。

同
時
開
催
の
、
全
国
商
工
女
性
の
主
張
発

表
大
会
（
全
国
6
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
は
、
最

優
秀
賞
に
豆
っ
こ
汁
の
販
売
を
通
じ
て
の
ま

ち
お
こ
し
に
つ
い
て
発
表
し
た
、
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
佐
藤
京
子
さ
ん
（
福

島
県
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
元
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
の
三
屋
裕
子
氏
が
「
人
生
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
〜
商
い
に
活
か
す
ス
ポ
ー
ツ
と
健

康
な
カ
ラ
ダ
」
と
題
し
て
講
演
。

2
日
目
は
、
宮
崎
県
庁
を
車
窓
か
ら
眺

め
、
初
代
天
皇
で
あ
る
神
武
天
皇
を
祀
っ

て
い
る
宮
崎
神
宮
や
、
2
0
0
6
年
国
産

ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
最
優
秀
賞
カ
テ
ゴ

リ
ー
賞
・
金
・
銀
・
銅
4
冠
同
時
受
賞
し

た
都
農
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

 

全
国
で
同

じ
よ
う
に
活

動
す
る
女
性

部
員
た
ち
の

パ
ワ
ー
を
感

じ
、
女
性
部

が
果
た
す
地

域
振
興
の
重

み
を
実
感
し

た
実
り
多

い
研
修
で
し

た
。

商
工
会
長
と
県
議
会
「
商
工
会
部
会
」

(

自
民
党
会
派
24
名)

と
の
意
見
交
換
会

を
、
12
月
8
日
、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
清
家
会
長
を
は
じ
め
県
内
17

商
工
会
の
会
長
が
出
席
。
商
工
会
議
所
と

の
一
元
化
議
論
あ
る
い
は
景
気
低
迷
に
よ

る
資
金
繰
り
難
な
ど
、
商
工
会
を
め
ぐ
る

状
況
が
非
常
に
厳
し
い
中
、「
商
工
団
体

の
あ
り
方
」お
よ
び「
金
融
対
策
」を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
で
は
、県
議
会
の
議
員
に
対
し
て
、

商
工
会
議
所
と
の
違
い
を
説
明
し
、
商
工

会
の
機
能
強
化
の
必
要
性
や
現
行
制
度
堅

持
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
資

金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
会
員
企
業
の
窮

状
を
訴
え
る
と
と
も
に
、拡
充
さ
れ
た
国
・

県
の
金
融
施
策
に
よ
り
周
辺
部
の
中
小
零

細
企
業
が
救
済
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

〜
県
議
会「
商
工
会
部
会
」と

　
　

意
見
交
換
〜

今日の出会いを明日の絆に!
 女性のパワーで地域に夢を!!

第10回 商工会女性部全国大会
～県女性連県外研修～

日時 セミナー名 会場 定員

平成21年1月20日(火)
13:30~16:10

元気が出る経営支援セミナー
「人口減少時代を生き抜く商いの秘策」
~事例で納得!元気がでる繁盛商法~ 大分県中小企業会館6F中ホール

(大分市金池町3丁目1-64)

50名

平成21年2月3日(火)
13:15~17:30

経営革新・IT活用セミナー
　第1部「経営革新のすすめ!」
　第2部「IT活用のすすめ!」

50名

お問い合わせ お申し込みは 地元商工会または大分県商工会連合会まで （TEL 097-534-9507）
ホームページからも申込できます。http://www.oita-shokokai.or.jp/

大分県商工会連合会では、下記2つのセミナーの予
約を受け付けています。参加は無料です。各セミナーと
も、定員の50名になり次第、参加受付を締め切らせ
ていただきます。この機会にぜひご参加ください。

労働委員会による『悩まず どんとこい労働相談週間』
~土・日の相談にも応じます~

労働者と使用者との間の労働問題に係るトラブルについて、労働委員会が公正・中立な
立場で相談を受け、無料で迅速な解決を手助けします。
1 相談週間 平成21年2月4日(水)~2月8日(日)
2 受付時間 9時~18時(来所相談の受付は17時まで)
3 相談の方法 (1)電話相談　相談ダイヤル

　　097-506-5241　097-506-5251　097-536-3650
(2)来所相談　労働委員会の相談室(県庁舎本館7階)
(3)ファックス相談　097-506-1788

4 問合せ先 大分県労働委員会事務局　097-536-1111
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（事業者向け融資商品 好評発売中）

《対象業種を618業種へ拡大》

詳しくは、「経営・再生支援室」まで
TEL 097-532-8295

原材料価格高騰対応等緊急保証制度
（略称：全国緊急）の申込を受け付けております。
セーフティネット5号の業種拡大と
認定要件の緩和により、幅広い中小企業者に
おいてご利用いただけます。

緊急保証受付中!

人気の高い鮎めしの素

犬飼町にある店舗の様子

息子の修さん　　　安藤社長

夢・飛躍・挑戦 15
会 社 概 要

事 業 所 名 割烹大野川
代 表 者 安藤 俊夫
後 継 者 安藤 修
所 在 地 犬飼町下津尾3958-1
電 話 097-578-0668
創 業 昭和52年
従 業 員 数 8人
主 力 商 品 大野川で獲れた天然鮎

の塩焼き

割烹大野川Q　

事
業
所
の
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

A 

昭
和
52
年
犬
飼
町
に
「
割
烹

料
理
店
」
を
創
業
し
ま
し
た
。

　

犬
飼
町
民
を
中
心
に
食
事
と

宴
会
の
場
と
し
て
、
ま
た
大

野
川
の
ア
ユ
料
理
を
提
供
す

る
専
門
店
と
し
て
多
く
の
固

定
客
か
ら
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

Q　

経
営
革
新
に
取
り
組
ん
だ
経

緯
は
?

A　

平
成
2
年
後
継
者
の
長
男 

修
氏
が
関
西
で
の
修
行

を
終
え
事
業
に
参
画
し

て
戦
力
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
が
、
最
盛
期
に
は
、

年
間
40
件
ほ
ど
あ
っ
た

婚
礼
需
要
が
激
減
し
、

ま
た
行
政
や
農
協
等
合

併
に
よ
り
、
官
公
需
要

も
激
減
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
過
疎
化
の
進

展
で
潜
在
需
要
も
長
期

的
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
う
し
た
中
、何
と
か

し
た
い
と
の
思
い
に
商
工

会
か
ら
勧
め
ら
れ
、土
産

品
の
商
品
開
発
に
挑
戦

し
た
も
の
で
す
。

Q　

経
営
革
新
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
?

A 

屋
号
「
大
野
川
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ア
ユ
を
起
点
の
新
た
な

事
業
・
商
品
の
開
発
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

鮎
は
、
川
魚
の
代
表
格
で
す

が
、
食
す
る
シ
ー
ズ
ン
も
限
ら

れ
、
比
較
的
加
工
商
品
が
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

当
店
は
「
鮎
の
甘
露
煮
」
や

「
鮎
う
る
か
」
と
い
う
製
品
を

来
店
し
て
く
れ
た
お
客
さ
ま
へ

の
お
持
ち
帰
り
用
に
作
っ
て
ま

し
た
が
、
販
売
数
量
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
甘

露
煮
技
術
に
具
材
を
加
え
て

「
鮎
め
し
の
素
」
を
パ
ッ
ク
製

造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の

で
す
。
当
店
だ
け
で
な
く
道
の

駅
や
郵
便
局
の
ふ
る
さ
と
便
で

多
く
の
消
費
者
に
提
供
を
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

Q　

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
ど
う

ぞ
A 

当
店
は
、
鮎
の
専
門
店
と
し

て
、
鮎
と
言
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
と
も
に
育
て
て
い
た
だ
い
た

お
店
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
鮎
の

調
理
と
味
に
つ
い
て
フ
ァ
ン
の

方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
方
々
だ
け
で
な
く
全
国

の
多
く
の
鮎
フ
ァ
ン
の
方
々
に

家
庭
で
気
軽
に
鮎
の
炊
き
込

み
ご
飯
が
頂
け
る
商
品
開
発

を
行
っ
た
こ
と
で
期
待
が
膨

ら
ん
で
お
り
ま
す
。

Q　

今
後
の
抱
負
を
ど
う
ぞ

A 

味
自
慢
の
割
烹
料
理
店
か

ら
、
来
店
者
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
た
ち
に
「
鮎
」
を
食
し

て
も
ら
う
、
こ
れ
は
「
待
ち
」

か
ら
「
攻
め
の
経
営
」
へ
の
転

換
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

　

第
二
、
第
三
の
商
品
作
り
も

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
来
店
頂

け
る
方
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
鮎
フ
ァ
ン
に
割
烹
大
野
川
の

料
理
の
味
を
楽
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
挑
戦
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
ま
す
。
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中小企業の資金繰り支援のための県制度資金の要件が緩和されました
国が実施する「安心実現のための緊急総合対策」における中小企業対策として、原油・原材料価格の高騰や仕入価格の高騰を転嫁
できていない中小企業の資金繰りを支援するため、新しい保証制度「原材料価格高騰対応等緊急保証制度」が10月31日にスター
トしました。県では当該緊急保証制度により市町村長の認定を受けた中小企業者が、円滑に県制度資金を利用できるようにするため、
中小企業活性化資金及び中小企業経営改善資金の融資対者象要件を緩和しました。

「中小企業活性化資金」「中小企業経営改善資金」制度一覧 □今回要件が緩和された資金

151

11
月
16
日（
日
）、全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
125
人
が
受
験
し
、84
人
が
合
格
。そ
の
中
で
満
点
合
格
者

9
人
、一
級
合
格
者
は
4
人
で
し
た
。難
関
で
あ
る
一
級
合
格
者
の

市
町
村
名
、氏
名
、学
校
名
、学
年
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

挾間町
稙田西中学校３年生
橋本 志乃

豊後大野市
朝地小学校６年生
阿南 祐衣

豊後大野市
大野小学校５年生
新宮 愛理

豊後大野市
大野小学校４年生
伊東 綾郁

商

工

会

珠

算

検

定

商

工

会

珠

算

検

定

平成20年度 経営指導員等
採用候補者選定試験案内

【受験資格】
　H21年4月1日現在の満年齢が40歳未満で
　大学卒業程度の学力を有する者

【試験日時】
第1次試験 (筆記 )
　平成21年1月24日 (土 )
　10:00~12:00
第2次試験 (面接 )
　平成21年2月9日 (月 ) 9:30~

【試験場所】大分商工会議所ビル5階

【勤務予定場所】
県内の各商工会、商工会議所、大分県商工
会連合会及び大分県中小企業団体中央会

【申込方法等】
　大分県商工会連合会ホームページ
　http://www.oita-shokokai.or.jp
　　からダウンロードで入手可
　平成21年1月9日(金) 申込書必着

【問い合わせ先】
大分県商工会議所連合会人事管理委員会 / 野中・秦
大分市長浜町3-15-19　☎097-536-3131

●中小企業活性化資金の融資対象者要件の改正について
以下のいずれかに該当する者
⑴直近の決算期において、税引前損益又は経常損益で損失を生じ、
又は損失が確実と見込まれる。
⑵直近3ヶ月以上の売上高が、前年同期に比し3％以上減少している。
⑶直近の決算期において、前年の決算期に比し経常利益が10％以上
減少し、また減少することが確実と見込まれる。

⑷直近3ヵ月の平均売上総利益率又は平均営業利益率が前年同期に比
し3％以上減少している。
●中小企業経営改善資金（不況業種関連中小企業者）の融資対象者
要件の改正について

国又は県指定の不況業種に属する事業を行うものであって、直近3ヵ
月間の売上高が、前年同期に比し、3％以上減少していることについ
て、市町村長が認定した者

資金の
概要 資金名 融資対象者 融資条件

融資限度額 融資期間 融資利率 保証料率

不
況
対
策
の
た
め
の
資
金

中
小
企
業
活
性
化
資
金

活性化
融資

次のいずれかに該当する者
・直近の決算期において、税引前損益又は経常損益で損失を
生じ、または損失が確実と見込まれる。
・直近3ヶ月以上の売上高が、前年同期に比し3%以上減少
している。
・直近の決算期において、前年の決算期に比し経常利益が
10%以上減少し又は減少することが確実と見込まれる。
・直近3ヶ月の平均売上総利益率又は平均営業利益率が前年
同期に比し3%以上減少している。

企業
設備 3,500万円
運転 3,500万円

組合
設備 7,000万円
運転 7,000万円"

設備10年以内
(うち据置1年以内)
運転 7年以内
(うち据置1年以内)

特別利率B
7年以内2.0%
10年以内2.2%

【基本】
年0.75%以内
(保証料率C)

【緊急保証制度
で特定中小企
業者と認定さ
れた場合】
年0.70%

第二創業
支援融資

第二創業計画 (不況業種に属する中小企業者が、不況業種
以外の業種に新たに進出するための計画 )について県が承
認した者

原油価格
等高騰対
策融資

以下のいずれの要件も満たす者
(1)原油及び石油関連製品又は主要な原材料の仕入価格が売
上原価の10%以上を占めている。
(2)原油及び石油関連製品又は主要な原材料の仕入価格が前
年同月期より10%以上上昇している。
(3)原油及び石油関連製品又は主要な原材料の仕入価格の上
昇を製品等の価格に転嫁できていない。
※主要な原材料とは以下に掲げるものをいう。　当該企業の
原材料費のうち10%以上かつ最大比率を占める原材料 "

設備・運転
6,000万円

設備10年以内　
(うち据置1年以内)
運転10年以内　
(うち据置1年以内)

中小企業経営
改善資金

(不況業種関連
中小企業者)

国又は県指定の不況業種に属する事業を行うものであって、
直近3ヶ月間の売上高が前年対比で 3%以上減少している
ことについて市町村長が認定した者

運転
2,500万円

7年以内
(うち据置1年以内)

お問い合せ先　大分県商工労働部経営金融支援室　金融融資課　TEL 097-506-3226



大
自
然
の
恵
み
と

生
産
者
た
ち
の

こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た

至
高
の
逸
品

私たちが
お届けします

皆様においしくて体に良いものを

お届けするためにスタッフ一同

がんばっております。安心して

お召し上がり下さいませ！

「
農
場
か
ら
食
卓
へ
」を
モ
ッ
ト
ー
に

ス
タ
ッ
フ
は
農
場
を
経
営
し
、

４
種
類
の
ハ
ー
ブ
と
と
う
も
ろ
こ
し
、

大
豆
の
植
物
性
飼
料
の
み
で

大
切
に
育
て
た
ハ
ー
ブ
豚
た
ち
の
中
か
ら
、

22
項
目
の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

久
住
高
原
ハ
ー
ブ
豚
を
原
料
に
、

発
色
材
、結
着
材
、化
学
調
味
料
、

保
存
料
を
使
用
し
な
い
本
格
手
作
り

無
添
加
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
す
。

農事組合法人 ハモン・デ・クジュウ
〒878-0204 竹田市久住町大字栢木615
tel 0974-77-2586  fax 0974-77-2586

農事組合法人 ハモン・デ・クジュウ

久住高原無添加ウィンナーセット
農事組合法人 ハモン・デ・クジュウ

久住高原無添加生ハムセット

・・・・・・・・・・・・ 3,675円（消費税込み） 5,250円（消費税込み）・・・・・・・・・・・・

厳選されたハーブ豚を使用した本格手作りハム・ソーセージは、脂分・塩
分を抑えた上品な味で食通をも唸らせます。

賞味期限／冷蔵14～30日

■カボスウィンナー140ｇ・ハーブウィンナー140ｇ・
ポーク＆チキン140ｇ・ブラックペッパーウィン
ナー140ｇ・ビーノソーセージ70ｇ・ロースハム60
ｇ・パンチェッタ60ｇ、スモークタンスライス70ｇ

■ハーブウィンナー140ｇ・ブラックペッパー
ウィンナー140ｇ・スモークタン70ｇ・スパイ
スロース2枚・カントリーハム

おふくろの味 激辛！ 唐辛子と椎茸味噌

手間ひまかけて作られた手作り100％の激辛唐辛子は、ラーメン・チャンポ
ンに入れても美味しく召し上がれますが、さらに極めつけは、お味噌汁に一
滴落とし込むと、新陳代謝を促し、血液の流れがよくなり、風邪予防には最適
です。椎茸が入った味噌もおにぎりや味噌汁等に最適です。

作
り
手
の
探
求
心
が

作
り
出
し
た

深
い
味
わ
い
と

癖
に
な
る
辛
さ

私たちが
お届けします
地域の農村女性が、
丹精込めて栽培した、
もぎたての唐辛子を使用、
安心を添えてみなさんの
食卓にお届けします。

平
成
八
年
か
ら
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、

市
加
工
セ
ン
タ
ー
で
技
術
を
磨
き
、

こ
だ
わ
り
の
逸
品
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

ともちゃん工房
〒879-5434 由布市庄内町庄内原720
tel 097-582-1667  fax 097-582-1667

■（小）各100g………………………………………………各350円（消費税込み）
■（大）各150g………………………………………………各500円（消費税込み）

賞味期限／激辛唐辛子：冷蔵1年 ・ 椎茸味噌：冷蔵10ヶ月

大分の『こだわり』を笑顔にのせて
海からのもの、山からのもの、人々の知恵、
ふるさとを思う心。
ふるさと大分の香り漂う自慢の逸品“いいもん”
（＝良いもの）を集めた大分発の新しいブランド
『大分いいもんづくし』。
豊の国から、皆様の“こだわり”に応えられる逸品を
お届けします。

お問い合わせ先
大分県商工会連合会 商工振興課 大分県金池町3-1-64 TEL 097-534-9507
『大分いいもんづくし』Webサイト URL：http://iimon.oita-shokokai.or.jp
 E-mail：iimon@oita-shokokai.or.jp

平
成
二
十
一
年
一
月
一
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